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プロテオグライカンは、コラーゲンやヒアルロン酸とともに細胞外マトリックス

を構成する重要な成分であり、単独で機能するよりもこれらの成分や他の分子と相

互作用することにより、組織を維持したり、機能性を発揮すると考えられている。

弘前大学では、地域の活性化、産業への貢献を目標に、サケ軟骨のプロテオグライ

カンの機能性食品、化粧品、医療素材等への応用を目指した検討を重ねてきた。弘

前市や青森県、産業界との連携によって、ようやく近年、プロテオグライカンを活

用した商品を目や耳にする機会が増えてきた。地域にとっても目標に一歩近づいた

と考えられる。本講演では、これまでの弘前大学、弘前エリアにおけるプロテオグ

ライカンの応用研究の取り組みについて紹介したい。また、この取り組みの中で行

われた産学共同研究が、商品化につながった事例も紹介する※。 

 

 弘前におけるプロテオグライカンに関する産学官の取り組みは、1998 年からの（独）

科学技術振興機構の支援に始まり、科学研究費補助金（地域連携推進研究費）や経済

産業省地域新規産業創造技術開発補助事業に続き、2004 年からの 4期にわたる文部科

学省の都市エリア産学官連携促進事業および地域イノベーション戦略支援事業の継

続的な支援を受けて進められてきた。この間、産学官連携拠点の構築と充実を図ると

ともに、安全性を担保したプロテオグライカン画分を安価に供給するための大量製造

法の開発、安全性と品質の評価、機能性の探索や製品開発の試みが同時に進められて

きた 1)-8)。その結果、これまで応用研究の大きなネックとなっていたプロテオグライ

カン画分の供給が安定して可能となった。このことと、県が中心となった戦略により、

プロテオグライカンの認知度が上がり、大学が関わるプロジェクトとは離れたところ

でも商品化が加速された。また、調製法の異なる画分中のプロテオグライカンの品質

に関する情報も得られ、目的に応じて求める品質のプロテオグライカン画分を選択し

ての機能性試験も進められるようになった。これまでの研究成果として得られたプロ

テオグライカンの効果については、メカニズムが未解明の部分もあるので、課題解決

に向けた今後の取り組みを続けて参りたい。 

 

※実際の商品と開発に関わるポスターをサンスター株式会社様に展示いただく予定である。 
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